
入荷予定と実際の入荷数量に相違があった場合の対応

通常、入荷予定に対して荷物到着時、実際の入荷数量の確認を行い

相違がなければ入荷予定通りの入荷入庫処理を行いますが

入荷予定に記載の数量と実際に入荷した商品の数量に相違があった場合

入荷入庫の方法や業務フローが異なってきます。

そういった場合の、業務フローは下記のようになります。

【1】入荷予定と実際に入荷した数量の差異を先方に報告

【2】先方に確認後、実際の入荷数量を入荷入庫処理する

【3】入荷予定より実際に入荷した数量の方が少なく、
　　入荷予定に対して追加（分納）の入荷がない場合のみ、

　　「入荷待ち数量消込」処理を行う

【1】入荷予定と実際に入荷した数量の差異を先方に報告

　　入荷予定に記載の数量と実際に入荷した商品の数量に相違があった場合

　　まず、入荷予定と実際に入荷した数量の差異を先方に報告します。

　　先方への報告はチャットで行い、入荷予定に対して分納での納品なのか

　　入荷予定の入力ミスなのか等の確認も合わせて行います。
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【2】先方に確認後、実際の入荷数量を入荷入庫処理する

　　　先方に入荷予定と実際に入荷した数量の差異を報告、確認後に

　　　実際に入荷した数量で入荷入庫処理します。

実際に入荷した数量で入荷入庫処理をすることで、

在庫数も実際に入荷した数量分、増加します。

■入荷予定に対して実際の入荷数が多い場合

入荷予定数　　　1,000個
実際の入荷数　　1,100個↓

入荷入庫処理をするとフリー在庫が1,100個増加する

■入荷予定に対して実際の入荷数が少ない場合

入荷予定数　　　1,000個
実際の入荷数　　 900個↓

入荷入庫処理をするとフリー在庫が900個増加する
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【3】入荷予定より実際に入荷した数量の方が少なく、
　　入荷予定に対して追加（分納）の入荷がない場合のみ、

　　「入荷待ち数量消込」処理を行う

　　前項の通り、入荷予定に対して実際の入荷数が少ない場合でも

　　実際の入荷数で入荷入庫処理をしますが、

　　そうすると残りの分が入荷待ちとして残ってしまいます。

　例：入荷予定数　　　1,000個
　　　実際の入荷数　　   900個
　　

　　　入荷入庫処理後

　　　入荷待ち　　　　   100個

　　入荷待ちのまま放置しておくと、未処理の入荷予定が積み重なっていき

　　後々、入荷予定や在庫状況を把握しにくくなるため

　　残った入荷予定に対して追加の納品がない場合

　　入荷予定を完了扱いにしなければいけません。

　　その際に行う処理が「入荷待ち数量消込」処理です。

　

　　入荷待ち数量消込処理を行うことで「入荷予定数量」が減算され

　　入荷済みとなります。

　　実際の入荷数で入荷入庫処理したあとに、詳細画面から入荷待ち数量消込をクリックします。
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確認画面が表示されるので「確定」をクリックします。

入荷予定一覧画面に戻り、入荷待ち数量消込完了の表示がされ

該当の入荷予定は「入荷済み」ステータスになります。

以上が、入荷予定に記載の数量と実際に入荷した商品の数量に相違があった場合

の業務フローになります。


